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ヨハネの黙示録 2 章 22 節～29 節 見よ、わたしはこの女を床に伏せさせよう。この 

女と共にみだらなことをする者たちも、その行いを悔い改めないなら、ひどい苦しみに遭

わせよう。また、この女の子供たちも打ち殺そう。こうして、全教会は、わたしが人の思

いや判断を見通す者だということを悟るようになる。わたしは、あなたがたが行ったこと

に応じて、一人一人に報いよう。ティアティラの人たちの中にいて、この女の教えを受け

入れず、サタンのいわゆる奥深い秘密を知らないあなたがたに言う。わたしは、あなたが

たに別の重荷を負わせない。ただ、わたしが行くときまで、今持っているものを固く守れ。 

勝利を得る者に、わたしの業を終わりまで守り続ける者に、／わたしは、諸国の民の上に

立つ権威を授けよう。彼は鉄の杖をもって彼らを治める、／土の器を打ち砕くように。同

じように、わたしも父からその権威を受けたのである。勝利を得る者に、わたしも明けの

明星を与える。耳ある者は、“霊”が諸教会に告げることを聞くがよい。」』 

 

キリストは、イゼベルという女と彼女に従う者たちへの裁きを語っている。まず、イゼ 

ベルを床に伏させる。病んで伏して、立ち動けない、裁きを受ける。彼女と姦通している

者は悔い改めないならば、ひどい苦しみに遭う。また、彼女の子どもたちも打ち殺す。悲

惨な裁きを受けると言われる。この裁きによって、全教会は、キリストが人の思いや判断

を見通す方であることを悟るようになる。あなたがたの行いに応じて、一人ひとりに報い

る。しかし、「ティアティラの人たちの中にいて、この女の教えを受け入れず、サタンの

いわゆる奥深い秘密を知らないあなたがたに言う。わたしは、あなたがたに別の重荷を負

わせない。」キリストの福音によって示された「神の奥深い秘密」に対して、イゼベルの

教えを「サタンの奥深い秘密」と言っている。そのサタンの秘密を受け入れない者には、

「別の重荷」、即ち、裁きはないと明言している。 

 「ただ、わたしが行くときまで、今持っているものを固く守れ。」キリストが再臨され

る時まで、今持っているキリストに対する信仰をしっかり守りなさい。「勝利を得る者に、

わたしの業を終わりまで守り続ける者に、／わたしは、諸国の民の上に立つ権威を授けよ

う。彼は鉄の杖をもって彼らを治める、／土の器を打ち砕くように。」キリストの業を終

わりの日まで守り続け、勝利を得る者は土の器を打ち砕く鉄の杖を持って、諸国民の上に

立つ権威が与えられる。詩編 2 章 2 節～3 節に「求めよ。わたしは国々をお前の嗣業とし

／地の果てまで、お前の領土とする。お前は鉄の杖で彼らを打ち／陶工が器を砕くように

砕く」と歌われている。今は、迫害によって苦しめられているが、逆転して、彼らを鉄の

杖で打ち砕き、彼らを治める栄誉に与る。キリストが神から受けたと同等な権威に与る。

更に迫害の最中、最後まで信仰を全うして勝利を得る者には「明けの明星」を与える。「明

けの明星」は、民数記 24 章 17 節 b に「ひとつの星がヤコブから進み出る。ひとつの笏が

イスラエルから立ち上がり／モアブのこめかみを打ち砕き／シェトのすべての子らの頭の

頂を砕く」と書かれているように、ユダヤ教においては、「ひとつの星」は「明けの明星」

で、メシアを指している。キリストの再臨を待ち望み、信仰を貫く者には、諸国の上に立

つ権威とキリスト御自身をくださる、二重の栄誉に与ると言う。「耳ある者は、“霊”が

諸教会に告げることを聞くがよい。」苦しむ者にはキリストからの言葉こそが、今を耐え、

希望に生きる根源的な力である。 


